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　カナダの Smart Technologies 社が 1991 年に発









等学校の全教室の 80％に IWB が導入され、2016 年
には、教室当たりの導入率は 93％になると予測
される3、4）。これは、ロンドン市内の学校を対象
とした「the Schools Whiteboard Expansion （SWE）
Project」（2003‒04）、その他 21 都市の小学校を対象
とした「the Primary Schools Whiteboard Expansion 
（PSWE） Project」5）（2003‒04）、それに続く「Schools 










「FATIH Project」を立ち上げ、2011 年から 3 年
計画で、幼稚園から高校までの 57 万教室全てに電
子黒板とタブレット端末を導入する予定である 6）。
実際に、2012 年には、中学校の全教室に IWB を
85,000 台導入し7）、導入率は 20％となった。
　2011 年には、世界中の 3,400 万教室（teaching 
space）の約 8 分の 1 の教室が IWB を備えており、
2016 年には 5 分の 1 にまで増えると予測される3、4）。
　日本では、図表 2 に示すように、2013 年 3 月時
点で、小学校・中学校・高等学校・中等教育学校・





図表 1　世界各国の IWB導入率の推計値（2011 年）と予測値（2016 年）（括弧内の数字は百万単位で表した全教室数）
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た。1 台の IWB を複数の教室で共用することを前提
にするならば、移動式のもの以外に選択の余地はな
い。しかし、1 教室 1 台を前提にするならば、固定
式の超短投写プロジェクター型の IWB の方が使い
やすい。両者の特徴は、図表４のとおりである。
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2）　日本再興戦略 ‒JAPAN is BACK‒： http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/saikou_jpn.pdf
3）　Futuresource consulting （Interactive displays quarterly insight）：
http://www.futuresource‒consulting.com/s_iwb.html
4）　S. Hennessy and L. London, OECD Education Working Paper No. 89：
http://search.oecd.org/ oﬃ  cialdocuments/publicdisplaydocumentpdf/?cote=EDU/WKP（2013）4&docLanguage=En




































や「日本再興戦略 ‒JAPAN is BACK‒」では、2010
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14） 学校の ICT 化のサポート体制の整備の必要性について（文部科学省：学校の ICT 化のサポート体制の在り方に関する
検討会、平成 20 年 7 月） ：
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/07/08072301/001/002.htm
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